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旧

十十

；ｉ月
小大

全
国
的
な
秋
晴
れ
は

こ
の
月

に
多

い
が

、
別
称
「
霜
月
」
と

い
う

よ
う
に
、

北
の

ほ
う

か
ら

寒
冷
前
線
が
下
が
っ

て
き
て
、

局
地

的
に

は
天

候
が

悪
化

し
た

り
、

月
半
ば
に

は
霜
が
降
り
る

こ
と

が
あ
る
。

５
４

４
６
　
　立
冬
が
す
ぎ
る
と
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駆
け
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で
冬
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や
っ

て
く
る
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や
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事
の
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で

冬
を
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え
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準

備
に

怠
り
の
な
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よ

う
に
チ
ェ

ッ
ク

し
よ
ゝ
つ
。

【
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】
十
五
日
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七
五
三
」

の
宮
詣
り
の
日

で
あ
る
。

両
親

に
連

れ
ら

れ
て

、
氏

神
様

や
名

の
あ

る
神

社
に

参
拝

す
る

日
で

あ
る
が
、

こ
の

「
七

五
三

」
の

慣
行
は
歴
史
的
に
は
そ
ん

な
に

古
く
は
な
い
。

し
か

し
女

の
子

七
歳

（
帯

結
び
）
、

男
子

五
歳

の
祝

い
（

袴
着
け
）

は
、
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れ

ぞ
れ

独
立

し
て

格
式
高
い

家
庭

で
行

わ
れ

て
い

た
。

ま
た

、
男

児
、

女
児

の
三

歳
は

乳
幼

児
期

を
無

事
に

過
ぎ

、
少

年
期

へ
成

長
す

る
わ

が
子

に
対

す
る

親
心

の
現
れ
で

あ
ろ
う
。

本
来
、
わ

が
子

の
息

災
と

加
福

を
祈

る
素

朴
な

祈
願
が
、

近
時

は
や

た
ら

４
０

０
８

を
祝
い
、

国
民
が
互

い
に

感
謝

９
２２
し
あ
う

日
と

制
定

さ
れ

て
い

る
。
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五
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十
一
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日
に
採
用
さ
れ
、
同
年
十
二
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三
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

○
十

一
月

の
行

事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
　上
弦

＝
上

弦
の

月
を

指
す

１２．１ ５　 １１ ．４０　１０．５６　１０．０２　 ８． ５８　 ７． ４７　 ６． ３２
２３ ．１ ０　２１ ．５９　 ２０．４６　 １９．３３　 １８ ．２３　 １７・２２　 １６ ．３１

１１ ．０２　 ９． ５５　 ８． ５１　 ７． ５３　 ７． ００　 ６． １１　 ５． ２５
２０．５０　１９．３４　１８．４５　１８．０５　１７．２９　１６．５５　１６．２３

３． ２０　 ２． ２０　 １． ２９　 ０． ４２　 ０． ００　１１ ．４０　 １１ ．００

１６ ．１ ３　 １４ ．４７　 １３ ．４８　 １３ ．０２　 １２ ．２０　 －　 ２３ ．２０

に
華

美
に

お
ご
り
、

お
祭

り
事

に
な
り
、

虚
栄

の
観

が
強

い
の

は
ど
う
い

う
も
の
か
。

【
祭

】
三

日
は
「
文

化
の
日
」
、

戦
前
は
四
大
節
の
一

つ
で

「
明

治
節
」
と

い
い

、
明
治
天
皇
の

誕
生

日
で

あ
る

。
そ

の
遺

徳
を

た
た

え
文
明
・

文
化

の
記

念
日

と
し

て
各

地
で

い
ろ

い
ろ

な
文

化
事
業
の
催
し
が
行
わ
れ
る
。

戦
後
、
憲
法
の

改
正
が
あ

っ
て

呼
称

は
変
わ
っ

た
。

二
十
三
日
は
「
勤
労
感
謝
の

日
」

で
、

勤
労
を
尊
び
、

生
産

こ
の

月
の

干
支

（
え

と
）
に

よ
る

酉
の

日
は

「
お

酉
さ
ん
」

と
も
「
酉

の
市
」
と

も
い

っ
て
、

鷲
（
お
お

と
り
）
明
神
の

祭
礼

が
行

わ
れ
る
。

開
運

の
神

と
し

て
一

の
酉
、
二

の
酉
、
三

の
酉
、

と
盛
大
で
あ
る
が
、

三
の

酉
ま

で
あ

る
年
は
、

活
気

が
あ

り
す

ぎ
て

火
事
が
多
い
と

言
い

伝
え

ら
れ

て
い
る
。

こ
の

月
の

九
日

は
「

太
陽
暦

採
用
記
念
日
」

で
あ
る
。

こ
れ

ま
で

し
ば

し
ば

旧
暦
と
い

う
言

葉
が
で
て

き
た
が
、

い
ま

現
在

わ
れ

わ
れ

が
使

っ
て

い
る

何
月

何
日
と
い

う
暦
は
、

明
治
五
年

の
十

一
月

九
日
に
採
用
さ
れ
た

太
陽

暦
以

来
で

あ
る
。
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